
SouthPacificStudyVol､10,No.２，１９９０

奄美出身者のアメリカ移住
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ThispaperdealswiththeemigrationofpeoplefromAmamitotheU.Ｓ､Ａ・andtheirlifeafter

that,layingstressonthepeopleofOnotsuvillage,Kikailsland・Intheearlytwentiethcentury，

theAmamiislandswereinneedycircumstancesandeachfamilyhadmanychildren・Many

AmamipeoplewenttoOsakaand,later,toTokyotoworkaftergraduatingfromprimaryschool・

ManyofthembecamefactoryworkersinOsaka,butsomebecameseamen,especiallythosefrom

Onotsuvillage･ForthepurposeofmakingmoneysomeoftheseseamenwenttoworkintheU．

S､Ａ・whereconditionswereverygood・Ａｂｏｕｔ７０ｔｏ８０ｏｆｔｈｅmwerefromOnotsu・Mostof

thosewhowenttotheU.Ｓ､Ａ・retumedaftersavingsomemoney,butsomeofthemcameback

pennilessorwereforcedtoretum・WhileworkingintheU.Ｓ､Ａ・aboutafifthofthemdecided

tosettlethereafterthewar・Someofthemsucceededintherestaurantoragricultural

businesses．Inthemiddleofthel920semigrantshadalreadyformedagroupandafterthewar，

residentsformedtheOnotsugroupintheNewYorkareaandpromotedmutualfriendship・But

thisgroupbecameinactiveandchangedfrombecauseoftheadvancedageofitsmembers・

Itseemsthatonefactoroftheirstrogmutualrelationisthebloodrelationshipoftheirgroup．
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第１章研究目的

本稿は，主に第２次世界大戦前アメリカに渡った奄美出身者の渡米家庭およびその後の生

活などについて，筆者が現在までに把握，理解した範囲で整理し，まとめたものである。

従来，筆者は奄美出身者の国内大都市部への人口移動と都市部における集団形成，彼等が

出郷したあとの母村の変容等に興味を持ち,報告を行なってきたがりこれを行う過程で,彼
等の一部が海外特に北米にかなり渡っているという事実を知るようになった。

奄美出身者の行先は，東京も少なくないが全体としてみると大阪・関西が多く，とくに初

期においてはそうであった。大阪へ出た者では工員になる者が多かったようであるが，船員

になった者も一部いた。彼等の中には，第１次大戦当時景気の良かったアメリカを目ざして

「出稼ぎ」を試みる者があり，この出稼ぎ者の中で，そのままアメリカに住みついて定住す
る者さえ生れた。

本稿は，以上のような経過およびその結果等について，喜界島小野津の場合を中心に報告

しようとするものである。言い換えると，奄美出身者の渡米の実態を，歴史的経過に沿って

できるだけ具体的に明らかにすることが，本研究の目的である。

一般に，沖縄からのハワイを含むアメリカ等への海外移住についてはよく知られているが，

奄美出身者の海外移住については，従来ほとんどその報告がなく，事実そのものすら把握さ

れておらず統計類なども皆無である?従って,以上の目的を明らかにするためには,関係者
からの聞き取りを柱とし，彼等の所持している諸資料や彼等自身が出版した書物，奄美関係

の雑誌などを参考資料として聞き取りと併せて使用し，整理の手掛かりとした。

第２章小野津人とアメリカ

喜界島では，大正期頃から貧困や生活の苦境を打解するため，大阪方面次いで東京方面へ

の出稼ぎ者が多くなってきたこと，そして，このうち阪神方面の出稼ぎ者の中で，とくに小

野津出身者には船員になる者が多かった事を筆者は別稿で述べた？また,1938(昭和１３)年
７月時点でアジアに37名（1887年から1922年までの36年間における全出郷者488名の７．６％)，

アメリカに33名（同じ．〈6.8％）の海外出郷者がいることもみた。本章では，以上のような

小野津と海外，特にアメリカとの関係について考察してみよう。

第１節上阪，船員，渡米

まず，当時の小野津の人々は，外国とくにアメリカに対してどのような気持ちを抱いて

いたのであろうか。この点について「年輪｣4)に次のような文章がある。当時「貧困からの
脱出という形で，島民は，特に，次男，三男はこぞって他国に出て行った時代｣5)であった
と。また，当時の自分の気持ちを「世は明治，大正，昭和と変わりゆけど小野津ぴとは昔

から浜上謙翠翁を始めとして海や船や海外に非常に縁が深く，若者達が大正の初期頃より

北米に渡ったり，向こうでがっちりと働いて郷里に沢山送金するので，小学生の頃よりア

メリカ行〈のを志して居りました｣6)と述べる者がいたようにアメリカへの指向'性が強かっ
たのである。同時にこの文章から，大正の初期というかなり早くから，北米に渡り金をか
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せいで沢山送金してくる者がいた事がわかる。

それでは，彼等はなぜ北米に渡るようになったのだろうか。それは第１次世界大戦前後

におけるアメリカ社会の好景気に引き付けられたという側面が大きいであろう。当時は，

日本でも「第一次欧州大戦の日本歴史に残るあの好景気は，それこそ，一夜にして数万の

金を儲けると言った成金が生まれ，いわゆる成金なる新語を流行らせた程でしたから，何

か世の中全体がうわついた時代｣7)だったのである。彼らにとっては，景気の良い国アメリ
カへ行きさえすればよく，この点で「船乗り」の職はまことに打って付けであったと言え

よう。アメリカへ行くために船乗りになった者さえおり，彼らは「アメリカコースのある

会社ならどこの会社でもよく｣§)仕事に就いてからもひたすら北米航路がまわってくるの
を待ち，そのチャンスが来て「船がアメリカに着くと山へ逃げ，２～３日たって船が出

たのを確かめてから街へ出てくる｣9)のであった。
以上のことは，喜界島全体について述べた次の文章からも読み取れる。「阪神方面への

出稼ぎ者は大阪鉄工所等工場労働者が多く，また下級船員として，内外航路の客船，貨物

船に乗り込む者も多かった。中にはひそかに渡米を志し，密航に成功して現在米国で裕福

な生活をしている者も多数ある。特に小野津方面にそれが多かった。初期の彼等の考えは

早く金をためて故郷に帰ることであり，送金も多額に昇ったが，時の経過とともにアメリ
１０）

力に住みつくことになったのである｣。ここには，密航に成功したあとの「金かせぎ」や

「送金」の段階から，「住つき」の段階への移行過程についても述べられている。

大正末期の状況については，次の文章が良く伝えている。「小野津出身は早くより海外

に発展し幾多の成功者を出している。而して海員のみでも四千噸級の汽船の二三隻位の乗

組員は同地出身者のみで出し得るという程の多数を占め，アメリカ丈けにも三十六七名の

在住者がある。先般帰朝した小野会長の甥廻生麿君の如きも一葛数千回を貯へ来ったとい

ふ｣:'）
以上のような結果，昭和２年１月，大阪を中心に結成された，「旅の小野津人全部を以

て会員となす｣'謙の小野津ぴと会の役員の中にも，７執のアメリカ居住者が入っており，
在米小野津人が幾何に多数いて，その持つ意味が幾何に大きいものであったかを示してい

るように思われるのである。

以上，小野津出身者が大阪へ出て船員になり，出稼ぎの目的で好景気の国アメリカをめ

ざし，働いて金を持ち帰る者や，そのまま住み付く者などが生まれたことの概略が，理解

されたと思う。

第２節戦前帰国者の事例

そこで次に，こうした過程を体験した一人の人間のプロセスを追うことにより，その実

態をざらに深く把むことに努めよう。その人は，吉内豊照氏であり，「年輪」にやや長文

の｢数々 の想い出」と題する回想言溌載せられているので,これを手掛かりとしたい。
氏は1909年生れで，１５才で早町の高等科を卒業，父のすすめで，１年間農業をしたあと

1925年４月上阪，やはり九条の小野昌雄氏宅に世話になっている。当時氏宅の二階では

「船の免状を取る人達，上の学校に進学される方達，電車乗り免許を勉強する方達，志戸



290
田島：奄美出身者の戦前における渡米過程とその後の対応

桶，佐手久の方」など，「沢山の先輩達が勉強をして居る」という状況であった。彼自身

は，船員の職探しのため，本田通りにあった福屋船員紹介所に，朝から午後４時頃迄毎日

通い，４～５日程で運良く北九州の若松，戸畑と大阪間を結ぶ石炭船に給仕として乗船が

決まった。半年程かけて船に酔わなくなってから，「大型船に乗り替え，外国航路を続け
た御陰様で，世界の国々 はずいぶん見て廻」ったという。

その間，郷里には時々 帰って農業の手伝い，桟橋工事，砂糖の製造なども行ない，のち

には「兄も“シスコ”や‘‘ロス''で働いてから日本に帰り，神戸の元町で店を開いて，か

なり繁盛していたので，私も船員生活を止めて兄の店の近くで喫茶店を始め，しばらくの

間は良いと思うたが，何しろ船上りの素人」なので「一年半程で見事失敗」した経験もし
ている。

その後，一時帰郷してから直ぐ上阪し，それまでは「幾度か外国船に乗り替えましたが，

中々私の思う様に目的地（アメリカ）には参りませんでした｣'51という状態であったが，
「日支事変の起こりし頃より船員も不足だったので今度は思う通りの北米航路の船に乗れ
た」のである。

1935年，オレゴン州ポートランド港に入港。「大きな長い角材を積み終り明日は日本に

向け出帆と決まった夕方，十四，五人の船友達と上陸し，街を見物したり土産品等を買い

求める人達とも別れ其の夜は友達の船で休み一晩中，目が覚めて眠れず，未だ夜も明けぬ

五時頃に船をはなれ，英語の一言も話せぬのでほとんど手真似で，向う所はワシントン州

シャトルに住む要常心氏の家なれ共，やっと探し当てるのに八時間もかかりました｡」と
氏は当時の状況を語っている。

アメリカでの生活については「就職する迄，しばらく御世話になってから，要氏の知人

の紹介でシャトルの街で働く様になりましたものの，あちらの言葉が話せぬので非常に困

り｣，「早速知人が日本人の英語の先生を紹介し，仕事を終えてから毎夜一時間づつ個人

教授で習い，半年位いで片言を覚え看板の字も少しばかり読める様になりました」と言う。

また「私の就職した店から余り遠くない所に大きなビルの移民局がありまして，係官が時

来々られて店のマスターと話している姿を裏の作業場から見ては胸のドキドキするのが止
みませんでした」と密航後の不安な心境を語っている。

その後，「シャトルで一ケ年余り働き土地にも馴れて良い友達も出来たので，友達の兄

を頼って一人でアラスカ行きの船客となり，アンカレッジの近くのピータースバーグと言

う街に落ち着き，五年程働いた」が，日本からのラジオ放送でどうも日米関係が悪くなる

のを感じたので，アメリカを早目に引き揚げ」て帰国の途につき，帰郷途中の「鹿児島の
旅館で大東亜戦争が始まったラジオのニュースを聞い」たのであった。

以上，吉内氏の体験から，当時の小野津人の渡米の具体的な状況について，ある程度理

解できたかと思う。なお，ここに登場した要常心氏については，後に詳しくふれるつもり
である。
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第３章渡米者の動向

第１節渡米時期．居１節渡米時期，居住地および職業

まず,「郷土史跡らわかる渡米者に関する事柄について整理しておこう。1938年時点
における在米者の年齢分布では，３０代の者が約３分の２で最も多く，４０代の者が約３分の

１でこれに次いでいて，２０代の者はほとんどいない（第１表)。この事から，彼等の渡米

時の年齢を諸般の事情からほぼ25才位と仮定すれば，1938年の約10年程前すなわち'920年

代後半（昭和初期）に渡米した者が最も多い事になる。

第１表在米小野津出身者の年齢分布（1938年）

4Ｃ
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L』

２０
］

資料：「郷土史」より作成

次に，アメリカにおける彼等の居住地をみよう（第２表)。不明者が多いが，わかって

いる12名の場所をみると，いずれも船の寄港地またはその近くであることがわかる。スタ

ンフォードはニューヨーク北方，コネチカット州最南端の町で，ニューヨークから鉄道で

約１時間のところであり，ニューヨークの一部を見ることもできよう。

第２表在米小野津出身者の居住地

Ｆ１

L』

資料：「郷土史」より作成

ざらに｡職業について,やはりわかっている範囲でみると|,商業関係に従事する者が多
く１１人中７人いる(第２表)。このうち，ニューヨークの中の２人は「toastedsandwich

shop」，スタンフォードの２人はレストランでそれぞれ働いていることがわかっており，

食品店関係で働く者が多かったようである。

第２節渡米者数と渡米後の彼等の対応

本節では，渡米者の事情に詳しい東京在住の正岡五十一氏の話を中心に，「郷土史」や

「年輪」等の文献資料の整理などからわかる事もつけ加えて，渡米者の動向についてより

詳しい実態を把えたい。筆者は正岡氏に氏の記憶している渡米者全員の氏名を書き出して
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いただいたのであるが，渡米者に関する文献資料としては，上記２点の中に部分的に見ら

れる程度であって，今のところ氏の話以上に詳しい資料は存在していない様である。

氏が書き出して下さった氏名は，小野津の字神宮が45名，字前金久が７名，合計52名で

あるが，この他に，神宮で５～６名，前金久で７～８名程名前の思い出せない人がいると

いう事であった。従って，これらを全部加えた総数約70名ほどの者がアメリカへ渡ったと

いう事になる。

他方，「郷土史」からは1938年時点で，３３名のアメリカ居住者がいる事を先にみた。こ

のうちの２名はブラジル居住者なのでこれを除き，残りの31名と先の52名とを突き合わせ

てみると，５２名の中になく，３１名の方に出てくる者が５名存在した。さらに，「年輪」の

中に，以上の合計57名以外のアメリカ居住者であると判明しうる者が４名確認でき，結局，

総計61名の渡米した事のある者の氏名が明らかになった。

次に，正岡氏により判明した52名の人々を，Ａ、戦前に帰国した者、Ｂ、戦後になって

から帰国した者，Ｃ、戦後も帰国せずアメリカに定住した者の３つに区分してみると，Ａ

が33名，Ｂが８名，Ｃが11名となった（第３表)。すなわち，３分の２近くの多くの者が

戦前に既に帰国しており，戦後まで残った者の中でも半分近くは，その後帰国したが，他

方，約５分の１程の者が戦後も帰国せず，アメリカで永住権を取得して定住するに至った

という事である。また，戦後の帰国者の中には，終戦後間もなく帰国した者が多い様であ

るが，中には1960年代に帰国した者も含まれていることも注目されよう。

ヨ
ー』

第３表渡米者の対応

戟印l帰玉'零

【)０－（１

資料：正岡氏より提供の資料，「郷土史｣，「年輪｣。

つぎに，主として山元速雄氏からの聞き取りから，彼等の渡米の目的やその後の対応に

ついてみると，以下に見るように，いくつかのタイプがあった。当時のアメリカと日本と

の関係は，ちょうど最近の日本とアジアとの関係に似ており，アメリカで数年間でも働け

ば相当の金になるという状況であった。従って，彼等の渡米の目的は「移住」や「長期的

なもの」ではなく，一定期間の「金もうけ」のための労働のあとは必ず帰国するというも

のがほとんどであった。従って，渡米後の対応でも，小金を貯めて戦前に帰ってくるとい

うもの－タイプ①－が最も多かった。しかし，中には「ハダカで帰って来た」者一タイプ

②－や，「帰ろうにも旅費がなくて帰れず，こちらから身内の者が迎えに行く」というよ

うな例一タイプ③－もあり，また，渡米後何年も生活するうちに「ボケてしまったり」し
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て強制送還きれたもの－タイプ④－もあったと言う。

さらに，戦後引揚げ船で帰された者一タイプ⑤－もおり，これもなかば強制的であった。

また，先にもふれた様に戦後かなりの期間が過ぎたあと帰国した者一タイプ⑥－もいた。

このほか，上陸はしたがまもなく捉まって送り返された者一タイプ０もあったと言う。

定着した者一タイプ③－は，はじめは「金もうけのため」であって，いつかは帰国する

つもりであったが，次第にアメリカの生活に‘慣れ，そちらの方が住み良くなり，アメリカ

での仕事や生活も何とか成り立って定住するに至ったものが多い。しかし，中には，はじ

めから根を下ろすつもりで嫁を連れていった人もおり，後に詳しく述べる要常心氏などは

この例であった！）

以上のように，渡米後の対応は８つぐらいのタイプに分けられるようであって，このう

ち①，②，⑦は戦前帰国した者に多かったし，③，④，⑤，⑥は戦後にみられたケースで

あった。また，①，②，⑥は自力で帰ってきた者であるのに対し，③，④，⑤，⑦は自分

の意志にかかわりなく帰された者と整理することもできよう。

ざらに，①の「小金を貯めて帰って来た者」のその後をみると，小野津で機織りを始め

た人,鹿児島で下駄屋を始めた人}8)神戸や大阪で床屋を開業した人19)東京で事業を始めた
人など様々であり，中には貯えた金を事業にではなく，家を建てる資金に充てた者もいた:o）
なお，彼等の大部分は皆結婚してから単身渡米しているのであり，日本に残きれた彼等

の妻の苦労は大変なものであった事も忘れてはならない事であろう。

第３節戦後帰国者の事例

先に，戦前帰国した吉内氏の渡米過程について，やや詳しくみた。本節では，戦後しば

らくたってから帰国した例として，先のタイプ分けによればタイプ⑥に当る２人の事例を

見よう。

l前田文積氏の場合

その１人は前田文積氏である。氏は現在鹿児島に居住しており，９５才の高齢であるが

非常に元気である。以下，氏が他の多くの人々とちがって，なぜ戦後もアメリカに居住

し続けることになったのか。また，なぜ帰国することになったのかなどの事をポイント

にしつつ,氏の略歴をたどってみよう?)すなわち,１)出生,２)上阪,３)渡米,４)アメリカ
での生活，５)戦後の生活，６)帰国，７)帰国後の生活，などについて見て行く事にしよう。

氏は1894年生れで，1905年３月，早町尋常高等小学校小野津分教場を卒業している。

その後，子守や馬，牛，豚などの家畜の世話をしていたが，「親戚や隣り近所の者など

皆が，アメリカからお金を送って来る」のを見て，自分も「百姓はいやだから，アメリ

カへ行ってひともうけしよう」と考えていた。1912年，１８才のときに上阪，やはり他の

出郷者と同様に「下宿屋」でもあった小野昌雄氏宅で２週間ほど世話になっている。１９

１９年，２５才で海軍々人の一人娘の前田家へ養子に入り，翌年長女，その２年後に長男が

誕生。当時は横浜に居住し，船修理工場の食堂で働いていた。

1922年，長男の生れた年，２８才で渡米，はじめサンフランシスコでホテル業をしてい

た，いとこの進実政氏を訪ねたが，のち，友人の多かったニューヨークへ。同年10月６

日，ニューヨークに上陸，後述の保氏及び野島氏の経営するレストランで，主にコーヒ
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-づくりなどをして働いた？)1932年,３８才の頃からは,マンハッタン116st､の友人西兄
弟達が働いていた「toastedsandwichshop」へも行き，「キャッシャ斗金をごまかす
のを監視する役」を兼ねたテーブル係などをして数年間働いている。

この間，アメリカで結婚の話が２度程あったが，いずれも「ｎｏｔｈａｎｋｙｏｕ」と言っ

て断った。「横浜に子供がいて，アメリカで子供ができたらどうするか」というわけだ。

又,この頃?4)土曜日毎にあそびにさそわれたが,やはり「nothankyou」であった。
行くときは「大望を抱いて出かけたが皆苦労している」と氏は言う。とくに，太平洋

戦争の始まる頃が一番大変で,「5セ外３日すごした事もある｡」「チョー到こ行けば
ただで食べられたが，ダダのメシはいただかない｣。この頃「着のみ着のまま」で日本

に帰った者もいたが，彼等は「週１回の給料を競馬に費したり，酒をやったりしたため」

であり，また,「女につぎ込｣27入だ等のためであった。しかし,戦争開始直後,敵国人
であったにもかかわらず「ニューヨークの日本人レストランは１週間休んだだけで，そ

の後すぐオープンできた」事は幸いだった。

戦前の生活については，大体以上である。終戦２年後の1947年８月８日，始めてアメ

リカから仕送りをした。まずはじめは，喜界島のお母さんに，次に横浜の妻子に仕送り

をした。さらに，「子供の頃おぶってくれた「ねえさん」と呼んでいた人」や，「お金を

取らずに世話してくれた人｣281こは,郷里へふとんを,枚ずつお礼として送った｡｢恩を
忘れない」こと，「正しく（正直で勤勉に）強く29)(健康に）生きる事」が，氏の信念で
ある。「人は酒を飲んでよろよろして帰ったり，また映画へ行ったりしていたが，私に

はそういう余裕はなかった。金があれば送った｣。また，「美人と言うも顔のわざなり。

骨かくす顔にて誰にも迷いけん」を実行してきた。「顔や体格で区別する必要なし」と

言うわけだ。

1962年，６８才で氏は日本に帰国する。２８才で出国以来40年ぶりである。奥ざんは既に

亡くなっており，「正しく，強く」を信念とする氏にとって，「南家から前田家に行った

からには，線香１本もあげなければという気持」も，帰国の理由の一つであった。横浜

の息子や娘等の家で半年程居住。その後鹿児島に帰り，夫に死別し名瀬で旅館業をして

いた現在の奥さんと結婚,市内三和町に住んだが,1965年の大火にあい,現在の新栄肝ﾐＱ
帰鹿して27年たつ今でも，食事はごはんは食べず,「オートミール｣，「ソーダークラ

ッカー」「パン」それに「コーヒー」で，肉食が中心，魚は週１回である。コーヒーは

自分で豆を挽いて飲み，「お茶を飲むと眠れない｣。また，部屋の中でも畳には座らず，

椅子とベッドの生活で,針の目も自分で通すし,西鹿児島駅讐で買い物にも行く。酒は

週２回焼酎に砂糖を入れて飲み，タバコはハイライトを１日10本，３分の２ほどまで吸

う。「食事はゆっくりと時間をかけてとり，食後15分間は座っている」という父の言葉

を守り，間食も取らない。これからも「我こそは日本一の長命であることを希望して」

おり，早朝の「きかい体磯ども行なっている｡生活費は｢今だにアメリカ政府から，
市民権をとらなかったにもかかわらず，毎月７～８万円の送金があり，日本で結婚した

奥さんにもこの半分はくる」し，日本の年金もあるので，何とか暮らして行ける。



SouthPacificStudyVol､10,No.２，１９９０２９５

以上,氏の生活史をみたが，アメリカでの生活をふり返って氏は，自分個人の人生と

しては「日本に帰ってもｈａｒｄｗｏｒｋをしなければならなかったであろう事を考えると，

楽しく，気楽に生活できた」と述べる反面，戦前は「帰ろうと思ったが帰ろうにも帰れ

なかった」状況であり，その後も「いつかは帰るという事は忘れなかった」と言い，ま

た，「40年間気持ちはいつも同じ」であったとも述べて，日本に残した妻子のことにふ

れている。ここには，個人の対応もきる事ながら，当時の喜界島の置かれた歴史的，地

域的諸条件について，深く考えさせられるものがある。

なお'氏の推測によれば，このようにして渡米したものは,小野津から約80名;3)喜界
島全体では90名ほどになり，小野津以外では，例えば湾出身の渡清志氏やタカスケ氏，

清政子氏，タダスケ氏などがアメリカにいたことがある。また，小野津出身者のうち約

６０名がニューヨーク，約20名がカリフオルニアに居住していて，当時はニューヨークの

方が多かったようだ。

２保時雄氏の場合

次に，保時雄氏について簡単にふれたい｡氏は1894鎧'３月生れで,やはり大阪へ出て
船乗りになっている｡20代の頃'「ヨーロッパで郵便局員などもした｣35%罫,1925年(氏
が29才の)頃渡米し,「船に乗りおくれて｣36ｌアメリカに残った｡戦前はコネチカット州
でレストランを経営し’一時は数十人を使うほどかなり繁盛したが，日米開戦後はうま

くゆかず，戦後は後述の野島氏のレストランで働くことになった。この間，アメリカ人

女性と結婚し，２人の子供が誕生したy）
1965年から68年（69～72才）の頃何度か日米間を行き来したが，結局,968年日本へ帰

国する事になった。２９才で渡米して以来，実に四十数年ぶりの事である。その後，１９７，

年（75才）に現在の奥さんと結婚，鹿児島に居住していたが，1977年，８１才で亡くなっ

ている。

以上の様に，氏は事業家であり，戦前に一時は繁盛したが，アメリカで結婚したため

か戦後も居残り，1960年代の後半，７０才をすぎてから帰国している。本人が既におらず，

主に鹿児島在住の夫人からの関節的な聞き取りであるため，詳細は不明である。

第４章定着者の諸活動

第１節アメリカにおける集団形成

1927年１月，大阪を中心に，全ての小野津出身者の組織である「旅の小野津ぴと会」が

結成された事は，別稿でみた。この役員の中にアメリカ在住者が入っており，しかもその

数が全役員28名中7名と実に四分の一もの多さなのである¥)このことから，当時すでに渡
米者の中で相互の連絡等が行なわれていた事が予想されるのである。

以下の文章は，奄美出身者による集りが持たれていた事を伝えている。「在米同胞西海

岸至る虚に発展し，殊に郡出身者も多数あり，ホテル営業の進氏（喜界村小野津),ロ市に

於ては自動車営業責氏（喜界）を出し，殆ど奮闘の士ばかりにて候，時々会を催し意見の

交換を行ひ，時に総出動でピクニックに出かけ円満にスイートホーム的一団を作り居り候｣｡39）
この文章からは，会やピクニックを行なっていた出身者の範囲が，小野津だけなのか，
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喜界島全体か，または奄美全体かについては不明であるが，いずれの形にせよ似た様な会

が行なわれ，奄美出身者が集まっていた事だけは確かである。

次にここで，戦後，1950年代の在米居住者について見ておこう。正岡五十一氏の記憶に

よる渡米定住者は，先にみたように11名であったが，氏があげた１１名の他に，もう１名の

在米居住者が次の事から判明する。「年輪｣の中に次の文章がある。「三代会長，野島元輔

氏が，在米中の実弟，野島淳三氏に諮り要常心，保時雄，前田文積，梢喜美順，津田兼志，

盛文嵩0)六氏の浄財に依って,青年部のユニフォームが調整され,…｣:')この文章の筆者
は，大阪の「旅の小野津ぴと会」の当時幹事長であった忠岡義一郎氏であり，この６氏が

当時アメリカに居住していた事はたしかであろう。このうち梢氏は，正岡氏の記憶する１１

名の中に入っておらず，彼も当時の在米居住者につけ加わる事になる。

以上の12名の他に，先にみた60年代になってから帰国する，保，前田両氏を加えて，少
４２）

なくとも１４名の者が1950年代のアメリカ居住者であった。

彼らがとくに戦後，どのように彼等同士の間の活動を行なっていたかについては，詳し

くはわからないが,野島ﾑﾂ子鍬こよれば,ニューヨーク近辺の者同士では,時々 野島順
三氏のところで集まっていたようである。

1975年出版の「年輪」には，「アメリカ小野津会」名簿として８名の名前がある。これ

を整理すると,東部5名西部2名,中部l製なって,やはり東部のﾆｭー ﾖー ｸ周辺
の居住者が多くなっている（第４表)。野島氏のところに集まった人達も，これらの東部

の人々が主だったであろう。しかし，1980年代に入って以後，高齢のためこれらの会員も

次々と亡くなり，野島氏自身も1983年に亡くなって，ニューヨークを中心とした以上の様

な活動も衰退していった。1989年，筆者訪問時における東部での一世の生存者は，後に述

べる要氏１人のみであった。

第４表アメリカ小野津会員の居住地

uＩ
野房 906）．唇立肋（１９Ｃ

義長一（１９０４

奇田政隆（１９０２）‐同 9０

資料；「年輪」317～318ｐ・より作成

しかしながら，その後，カリフォルニア州で，小野津出身の清田政隆氏，上園田徳市な

どが中心となって「喜界島会」が1978年６月頃つくられ，ロサンゼルスを中心に10名程の

者が集まって友好を深めているのであり，小野津会の流れは現在でもなお続いていると言

えよう。

第２節定着者のlifehistory

本節では，戦前渡米し，戦後もアメリカでの事業に成功して定住し続けた２人の人物を
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取り上げ彼等の人生のプロセスを明らかにしてみたい。その１人は要常心氏であり，もう

１人は野島順三氏である。既述のように，野島氏は1983年になくなられたが，要氏はフィ

ラデルフィア郊外で健在である。以下，誕生，出郷，渡米，終戦，戦後の生活，日本との

関係等について，順次みていくことにする。

１，要常心氏の場合

氏は1893年１月生れであるから，1989年現在96才である。1911年，１８才で上阪，「イ

ンドやシンガポールなど海外をみたくて」船乗りになる。1913年，２０才のとき「金もう

けのため」はじめてシアトルへ，このときは少し働いて帰っている。当時のアメリカは，

第１次大戦前の好景気で，収入が日本の倍であったというから，丁度今の日本とアジア

諸国との関係に似ている。1924年，氏が31才の時に，日本からの最後の移民船「三島丸」

で渡米するまで合計５回日本に帰っており，２０代の頃は日米間の行き来を繰り返してい

たのである。

アメリカへ来るときの仕事はみな，商船の船乗りとしてであった。この間，1923年，

３０才の時に同じ小野津出身者と結婚#5)夫婦で渡った最後の移民船は氏にとっては6回目
の渡米であった。以後，太平洋戦争までの20年間，最初の渡米から数えると30年間（２０

才のころから50才までの間）を，氏はシアトルで過ごすことになる。この間の仕事は，

「Railroad（鉄道工事）かSawmill（製材）かFarming（百姓)」などであり，不景気

で仕事のない時がいちばん苦しかった。

こうした仕事をしているうち，1929年（36才）頃には「Itarianfarmer」のところで

働くようになり，1942年（49才）頃，ようやく独立して百姓を行うようになった。しか

し，その途端，日米開戦のため1942年９月から終戦までの３年間，カリフオルニアのキ

ャンプに入れられる。

1945年,５２才の時,「パパとﾏﾏの親戚が多かったので｣4崇部のコネチカットに移り，
1946年頃からペンシルバニア州の白人の百姓の下で３年半ほど働き，1949年，５６才のと

きに，現在のペンシルバニア州，ＧｒｅｎＳｉｄｅの家と土地とを購入した。当時２人の日本

人１世の人が働いていたが，所有者の白人がここを売るという事だったので，当時の金

で４万５千ドルを支払って，１町３反の土地と石造りの家を手に入れ，グリーンハウス
４７）

業を引き継ぎ，現在に至っている。

日本との関係では，1970年（77才)，沖縄海洋博のとき，その見物を兼ねて日本に帰

っており，つい最近の1985年（92才）にも，３女と孫とともに喜界島へ帰っている。こ

のときの島の人達の歓迎ぶりは，言い様のない程のものであった。また，1984年には，

氏の在米60年記念の年なので皆が集まり，日本からも夫人の弟である正岡五十一氏が渡

米，参加している。

この間「みなシアトルで生まれた｣48i０人の子宝にめぐまれ,現在8人がそれぞれア
メリカ社会にとけ込んで生活している。すなわち，氏と一緒に長女，３男，７女の３人

が，ロサンゼルスに４女，６女，２男の３人が，そしてミネソタに２女，イリノイに３

女がそれぞれ住んでおり，父親のところの仕事が忙しい時には，２女や３女は手伝いに

来るのである。
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以上みたように，シアトル当時は「子供が多く，生活は大変だった｣。また，東部へ

来てからも最初は家族が「皆で一緒に住めず，おばさんと子供達のほとんどは，遠くの

別のところに住んでいた｣4糠であった。しかし,現在は,町3反の広い敷地とその一
画に建つ，亡くなった長男がつくった３つの温室を備えた立派なグリーンハウス業を，

３男が中心になって経営している。

氏によれば,はじめシアトルに来たと割こ不景気で仕事がなかった時と，1949年頃に
食物がなかった時とがいちばん苦労した時であった。

２野島順三氏の場合

氏は1906年３月５日生れで，１２才で小野津小学校を卒業後，やはり大阪へ行き船乗り

になっている。船員時代は船のコックの下で働き，シンガポール，ポートサイド（地中

海）など世界各地を貨物船でまわっている。

1926年10月１０日，氏が20才のとき渡米，友人のコウスケ氏と２人でやはり船から離れ

てニューヨークに上陸，ブロードウェイで宝石店を経営する広島県出身の鎌田氏の名刺

をたよりに氏を訪ねたが,あいにく店が閉まっており?')その夜は隣のｸﾗブでとめても
らう。翌日，店が開くのを待っている時，日本人の運転手が来て，ブロードウェイのミ

ー教会でハウスボーイとして働くことになる。ここは４カ月で逃げ出し，その後も洋食

店，ゴルフクラブ等で働いたあと，1932年，２６才のとき，Ｋ・永井氏と共同で，Ｋ＆Ｊ

レストランを，ニューヨーク市北郊，コネチカット州スタンフォード市に開店した。永

井氏は氏よりも早くアメリカに来ていて，年も上であり，英語もできたので相棒として

選んだが，金がたまると競馬などのギャンブルをして遊んでくるので，後に彼にはやめ

てもらい，一人で経営することになった。戦時中は警察などの助言で一時は店を閉めた

が，４日間の休業の後，５日目には店を開き，しばらくの間は客が来なかったが，やが

て顧客がもどってきて徐々に回復し始めた?)戦時中も敵国の人間が営業を続ける事がで
きたのは,この地ならではの事であろうか｡この間ドイツ系の夫人と結婚し’3)2女を
育てている。

戦後，次第に店は繁盛するようになり，「店の休業日には町がざぴれる」と言われる

程までになった。朝６時から夜中の１２時まで，１２～３人の従業員が３交代で営業した。

隣の隣が郵便局で夜中に働く人もおり，彼等は朝５時頃から，表は閉まっているので裏

から入って来てカウンターに座り，「自分達が食事をするひまがない｣5詮であった。

1971年，６５才で年金がもらえるようになり，店を閉じたが，この間，1957年，５１才の

とき「自分のレストランを繁盛させてくれた市民への恩返しとして，自分の家の近くを

流れるMillRiver両岸の公園に，100本の桜苗を寄贈している:5)これを契機に,市民が
各地で桜の木を植えるようになり，スタンフォード市は「桜の町」として有名になった。

また，1966年，氏が60才のとき，筆者が面会したムツ子氏と結婚している。

日本とのかかわりについてみると，働き始めてから貯金が100円貯ったとき，このお

金と自分に関する情報とを，はじめて郷里の小野津へ送っている。この時までは船会社

が彼を探しているのを恐れて何もしなかった。その後も郷里の公民館や図書館に，まわ

りの同郷人からも金を集めて援助したり§6)大阪在住の出郷者からなる｢旅の小野津ぴと
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会」に対しても，前述のようにユニホームなどの寄贈を行なっている。また，店を閉め

た後，氏は昔の郷里の苦しみを知っていたので，「皆のため」という気持もあって，指

宿に４反（1200坪）の土地を購入し，皆が泊まれる広さの３階建の家を建てたが，氏は

１カ月程暮らした後，やはり生活があわなかったためか再びアメリカに戻り，この家や

土地ものちに売ってしまう。

1983年１月21日，７７才で亡くなるが，翌年には，桜の花咲く公園の一画に，氏の功績

を称える石碑がつくられた。

以上のように，氏は1932年（26才）から1971年（65才）までの約40年間，レストラン

の事業を成功させ，また，スタンフォード市に対して公共的な奉仕を行なうと同時に，

郷里小野津やその出身者のためにもいろいろと尽したのであった。

第５章まとめと若干の考察

以上みたような渡米者とりわけ定住者の行動が，どのような意味をもったのかについて２

～３考えてみたい。

第１は，彼等自身の，未知の世界へとび込み，そこで生活を切り開いてゆくという積極性，

開拓者精神が高く評価されなければならないと思われる事である。同時にこの過程は，退職

後一度帰国した後まもなく再び渡米した野島氏の場合が良く示しいるように，自分自身の変

革，アメリカ化をも伴うものであった。

第２は，彼等の行為が，日本国内在住者とりわけ他の小野津出身者を刺激し，励まし，勇

気づけたと思われる事である。同時に，同胞の海外での活躍は，国内居住者の視野を広げる

意味を持ったであろう。

第３に，長期の在米生活によって，彼等は子孫をアメリカに残したという事である。彼等

の２世や３世達は，今後も日本とのつながりを持ち続け，日米両国人の友好の担い手となる

であろう。

第４に，彼等の行為が，戦中，戦後生まれの若い人々の渡米やその後の定住の精神的支え

や実質的な足がかりを作ったという事である。後に続く若い人達にとって，彼等はその基礎

を作った人達ということになろう。

戦前の渡米者が意識していたか否かにかかわらず，結果的には，彼等の渡米，定住の行動

は，以上のような意味を持ったと言うことができよう。

つぎに，本稿を作成する過程で，いくつかの問題が浮かび上がってきたが，ここではとく

に，小野津の人達の集団的結合の問題，すなわち，なぜ彼等は結束が強いのかという問題に

ついて，若干の考察をしておこう。結論から言うと，彼等の集団は１つの家族あるいは親戚

集団のようなのである。すなわち血縁的な結びつきが強く，それ故か父母や祖父を大切にす

る。あるいは先祖を大切にするから，そこにつながっている者同士，親戚・親類関係を大切

にするのかも知れない。いずれにせよ，このような血縁的なつながりの強いことが，彼等の

結団力の一要因であることはたしかであろう。以下，こうした側面に関するいくつかの事

実をあげてみよう。例えばＡ氏は次のように言う。「食事は先祖に，先に死亡した友人にあ

げてから食べる｣，「父母，先祖に感謝しつつ．……．．｣，「祖先だけには正しく………｣。こ
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こには，氏の先祖を敬う気持ちがはっきりとあらわれている。

また，Ｂ氏は自分の結婚の相手を決める際に，次のように述べている。「私のおばあちゃ

んがＭ家（今度結婚する夫の先祖）からＫ家（現在の自分の祖父の家）へ来ている」と。す

なわち祖母が夫と同筋であることが，結婚を促進させる一要素になっているのである。この

ことは「最近はちがってきたが，かつては結婚も小野津人同士であった」というＣ氏の言葉

からも裏付けられよう。

さらに，小野津出身者と結婚した他県出身のＤ氏によれば，「小野津の人同士はガッチリ」

固まっており，「小野津の人だけが内，私なんか女房でも外」となるのである。

このほか，郷里の学校や公民館に対する出郷者からの寄付がしばしば行なわれてきた事，

出郷者の会では必ず敬老会が行なわれ，むしろこれが中心行事にすらなっている事，何かの

事で出郷者の住む地区へ行くと直ちに多くの人が集まることなどの事実があり，これらの事

はいずれも彼等の集団を一つの親族と見ればよくうなずける事のように思う。

しかし，この側面は彼等の結びつきの強さの一つの要素にすぎないかも知れない。近年は

他郷の人との結婚も多く，また，出郷地で育った２．３世は出郷者の会である小野津会等に

はあまり関心を示さないとの声もきく。こうした現象をどのように把え，整理していくかと

いう事なども，今後の課題となろう。
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注

1）拙稿（1989）：郷友会形成母村の研究一鹿児島県瀬戸内町の場合一。鹿児島大学教育学部研究紀要，

４０巻，２５～47Ｐ，拙稿（1983）：甑島における過疎化と転出者の集団形成。鹿児島大学教育学部社会科

教室編，「鹿児島の地域と歴史｣，111～137Ｐ・拙稿：奄美出身者の動向と東京におけるSegregationの

形成一喜界島小野津の例を中心に一○鹿児島大学教育学部研究紀要41巻，印刷中。

２）アメリカへの移住は，この他広島県，和歌山県なども多いようである。相賀渓芳（1953）：五十年間

のハワイ回顧，「五十年間のハワイ回顧」刊行会。ハワイ日本人移民史刊行委員会（1964）：ハワイ日

本人移民史、布畦日系人連合協会などを参照。また，統計類については，「大島郡統計書」が明治41年

より大正９年まで発行されているが，その後がなく，大島郡出身者のアメリカ等への移住者が多かった

大正末期から昭和初期（1920年代）の実態は把握できない。なお，参考までに大正９（1920）年の海外

移住者数は，郡全体で「台湾・朝鮮・樺太」が男882,女415,「外国」は男192,女52であり，この「外

国」の行先は不明である。この「外国」移住者のうち郡内の市町村別では，「宇検村」の9１（男女計，

以下同じ）がとくに多く，次いで「早町村」の28,「和泊村」の26などが多い方である。

３）拙稿：奄美出身者の動向と東京におけるSegregationの形成，前出注1)参照。

４）本書は「旅の小野津びと会」が1975年に発行した，同会五十周年史（非売品）である。

５）山元正宜（1975）：私の五十年。「年輪」所収，192Ｐｏ

６）吉内豊照（1975）：数々の思い出。「年輪」所収，176Ｐ。なお，「アメリカ行<」は「アメリカへ行

く」の誤りであろう。

７）前掲注4)，ｌ９２Ｐｏ

８）山元速雄氏からの聞き取りによる。

９）同上

10）竹内譲（1969）：喜界島の民族，黒潮文化会，l1Po

11）「奄美大島｣，1927年１月号，２３Ｐ・武山信夫（1983）：月刊誌「奄美大島」縮刷版，上巻，奄美社

131Ｐ･句点は筆者挿入。なお，「小野津出身」は「小野津出身者｣，「丈けにも」は「丈けでも」の誤

りであろう。

12）結成当時の一族の小野津びと会会則，第三条。「年輪｣，４０Ｐｏ

１３）文園彰（1975）：心に風が吹く。「年輪」所収，３２～33Ｐｏ

１４）「年輪」167～181Ｐ。以下の引用はこの部分からである。

15）（）内は筆者挿入。

16）文園彰編（1939）：郷土史（非売品)。なお，1980年代に「郷土史」復刻版が５名の発行責任者によ

り企画，発行された。

17）しかし，氏の場合も，はじめ「金もうけ」のために何度か渡米しており，最後に定住の目的で，奥さ

んを連れて，「日本からの最後の移民船で」渡米したのである。

18）ＭＹ氏。

19）Ｙ､Ｔ氏およびＮ、Ｙ氏。

20）Ｓ、Ｓ氏。

21）以下は，氏からの聞き取りによる。

22）とくに「野島氏にはずいぶんつくした」と，当時を振り返って述べている。
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２３）現金を扱う人，現在のレジ係のこと。

２４）とくに氏が33～34才の頃である。

２５）５セントのこと。パン１つが１セント，ジャガイモ１つも１セント，肉１切２セントだったという。

２６）教会のこと。

２７）この部分は山元速雄氏の話による。

２８）送った時点で，彼女は88才だったと言う。

２９）このためか，氏は薬ぎらい，医者ぎらいであり，まわりの者が医者をすすめても「ＮＣ」である。

３０）三和町のすぐ隣町である。

３１）片道，徒歩５分とバス30分程の距離である。

３２）ラジオ体操のことであろう。

３３）前述のように，正岡氏によれば約70名である。

３４）ききとりの際，保氏夫人から明治2９（1896）年３月29日生まれと聞いたが，前田文積氏からは同級生

と聞いており，「郷土史」でも同期の卒業なので，1894年生まれかと思われる。

３５）保氏夫人からのききとり。

３６）恐らく，当時の他の人の例と同様に，意識的にではないかと思われる。

３７）このうちの１人，MarrySandersさんに，筆者は1989年３月，Stanfordの野島ムツ子氏宅で面会し

た。

３８）顧問６名中１人，幹事19名中６人であり，他の役員は会長と２名の副会長である。

３９）伊集院達（1926）：在米の郡同胞，「奄美大島｣，1926年７月号，２５～26Ｐ・武山信夫（1983）：月刊

誌「奄美大島」縮刷版，上巻，奄美社，７８Ｐ。

４０）文助の誤りである。

４１）忠岡義一郎（1975）：平々 凡々 五十年私の年輪。「年輪」所収，162～163Ｐ。なお，「淳三」は「順

三」の誤りであろう。

４２）ここで1950年代としたのは，忠岡氏が幹事長になったのは1953年からであり，前田氏の帰国は1962年

であるから，少なくともこの間という意味である。

４３）野島順三氏夫人

４４）他の７名がいずれも戦前に渡米した高齢者であるのに対し，中部の１名の場合は，戦後，鑑別士とし

て渡米したものである。居住地はセントルイスである。

４５）正岡五十一氏の姉，スエマツ氏である。

４６）二女，ゆりさんからの聞き取り，彼女はミネソタ州に住み，グリーンハウス業が忙しい３月，５月，

１２月の年３回，２週間づつ父のもとへ手伝いにやって来る。筆者が要氏宅で面会したのは３月のときで

ある。なお，彼女は兄弟の中では日本語がいちばん上手である。

４７）家と土地を買うとき皆で見に行き，やる気を出した。その後長男は花づくりの勉強のため大学まで行

き，夜も12時まで働いて，借金も２～３年で全部返済した。

４８）1944年生れの３男Roy氏と1947年生れの末子で７女のジュリ氏を除いてであろう。

４９）スエマツ氏と親しかった近所に住む日本人の友人，浜子さんからの聞きとり，「日本語が上手」（二女

ゆりさんの話）なので筆者のためにわざわざ来て下さった。

５０）夫婦で来た1924～5年頃のことである。
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51）アメリカでも日本と同じように店の裏に住んでいるものとばかり思って，表をドンドンたたいたとい

う。夫人が聴かせて下きった氏の生前のテープによる。

52）「TheADVOCATE｣。1983年１月22日号。

53）その後，彼女とは離婚している。

54）野島ムツ子氏による。

55）「米国日系人百年史｣，1961年,1390Ｐには，「1956年」とあるが「STANFORDADVOCATE｣，１９５７

年４月27日号には100本の桜の苗を贈呈した時の写真があるので，年は1957年であろう。また，上記

「百年史」では，市公園のほか「学校，図書館等」にも寄贈し，合計200本としている。

56）前掲注55)，「米国日系人百年史」l390p。
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